


  特別セミナー

演者：  横井勇人
 Institute of Neuroscience, University of Oregon, Eugene, USA
演題：魚類におけるゲノム倍加と種特異的多様化
日時：平成21年6月2日（火）15:00-16:00

場所：東京大学理学部2号館2階223号室

____________________________________________________________________________________
要旨：

 メダカやゼブラフィッシュ等の小型魚類は、脊椎動物のモデルとして広く使われているが、四肢動物に至る系統と分岐した後、さらにゲノム倍加を経験している。倍加して生じた２コピーの内、ある場合には一方が元の機能を継承して他方が偽遺伝子になったり（non-functionalization）、新たな機能を獲得したり（neo-functionalization）、またある場合には倍加した二つの遺伝子で元の機能を分配する（subfunctionalization）モデルが提唱されている。


本セミナーでは、転写因子Sox9を例に、倍加したco-orthologであるsox9aとsox9bによる機能の分配について紹介する。また、ゲノム倍加後の遺伝子喪失についてAldh1aファミリーを例に紹介する。複数の生物を用いた比較研究から見えてくる遺伝子機能の多様性についても議論したい。
　　 世話人：理学系研究科　生物科学専攻　武田 洋幸（内線24431）
